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※概要（Summary ）：

不均一な界面反応を可視化するデバイスの開発が求

められている。本研究では位置分解能および時間応答

の両方に優れる 2 次元微小電極構造体を作製し，その

アンペロメトリックセンサとしての特性を検討する。

※実験（Experimental）：

電子ビーム蒸着装置 EBX-6D，ズースマイクロテック

社製 MA6，テンコール社製プロファイラーP-15，精

密めっき装置の各機材を使用した。

0.01 M K4[Fe(CN)6]を含む0.1 KClまたはpH8.4ホウ

酸塩水溶液中，試作した 2x16ch 電極を用いて，電位

掃引速度 10 mV s-1にてサイクリックボルタンメトリ

ーを行った。

※結果と考察（Results and Discussion）：

KCl 水溶液中，CV を行った際，電極面積から推定さ

れるよりも過剰な電流が流れた。図１に示すように、

分極後の電極表面には絶縁被覆物の剥離やパターニ

ング金属の変質が見られたことから，塩化物イオンに

よる腐食が発生したものと示唆された。
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ふたつの単一チャンネル電極の 10 回分のサイクリッ

クボルタモグラムを図３に示す。

微小電極特有のシグモイド型の軌跡が得られておらず，

またチャンネルにより軌跡が異なることから，パター

ニング条件には改善の余地がある
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図２ ホウ酸水溶液中のセンサの外観

図３ サイクリックボルタモグラム
方、ホウ酸塩水溶液中では，図２に示すように、腐

の発生は回避された。
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関連特

図１ KCl 水溶液中のセンサの外観
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